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◆住まいづくりの無料相談会◆ 
毎月第 4 土曜日の１３時～１６時、鶴屋デパート本館 5 階 
インテリアカウンターにて無料相談会を開催しております。 
皆さんも相談員として登録しませんか！ 

＜対応してくださった相談員の皆さん＞ 
1 月 持田美沙子さん、山下陽子さん 
2 月 磯田節子さん、濱田剛子さん 
3 月 盛高麻衣子さん、村上希理子さん 
           ありがとうございました。 

◆「お雛祭りランチ&セミナー」報告◆ 
去る３月３日、「お雛祭りランチ&セミナー」が開催されました。役員会で次年度の活動に
関する打ち合わせをし、お雛祭りランチでは、楽しい歓談をとともに美味しいお弁当を頂
きました。セミナーでは、応急危険度判定の DVD 鑑賞や、住宅金融支援機構の方よりリ
バースモゲージ融資などの相談事例についてもお話をして頂きました。他にも、建築トラ
ブルを未然に防ぐための勉強など、大変有意義なセミナーとなりました。 

 

 

 

 

 
 
 

【告知】平成３１年度（公社）熊本県建築士会女性部会総会を開催します 

同時開催のセミナーでは、初代女性部会⾧を務められた松野陽子さんをお迎えし、女性 

部会の成り立ちや当時の活動の様子などを伺います。また、今年も恒例の茶話会を行い 

ます。おいしいケーキ等を頂きながら、女性建築士ならではの活動、悩み、気づきなど 

ざっくばらんにお話しませんか？ ぜひお誘い合わせの上、お申込みください。 
 

 
 
 

 
 
 
 
わたしたちは「いつでも、誰でも、気軽に」をモットーに、全員が参加できる部会活動を
目指しています。女性部会の最新情報は facebook で随時更新中！ 
【熊本県建築士会女性部会】で検索♪ 

女性部会 FB の QR コードはこちら☞ 

 

日時：平成３１年５月１２日（日）午後１時～ 
場所：熊本県建築士会館地下会議室 
会費：５００円 ※建築士会員は無料！ 
TEL ：０９６ʷ３８３ʷ３２００ 
FAX ：０９６ʷ３８３ʷ１５４３ 
MAIL：LEB03540@nifty.com 
 

参加ご希望の方は建築士
会事務局まで申込をお願
いします。（４月末日締切） 
 

 



平成 28 年 4 月 14 日に前震、16 日には本震と２度の大きな地震に見舞われた熊本地震から

もうすぐ３年です。私たち女性建築士がどのように感じ行動したのか、記録の第 7 弾です。 

 女性部会では熊本地震の体験やその後の活動を書いてくださる方を募集しています。 

（公社）熊本県建築士会事務局までご連絡ください。 

TEL 096-383-3200     

Mail LEB03540@nifty.com 

平成２８年熊本地震を体験して（１） 
 

熊本市 村上亜紀 
 

早いもので、平成 28 年 4 月の熊本地震から 3年が経とう

としている。この執筆の機会をいただき、時間の経過とと

もに薄れようとしている記憶を整理し、振り返ってみたい。 

平成28年 4月 14日 21時 26分、私は熊本市庁舎11階で業務中に被災をした。

これまでに経験した事のない激しい揺れで感じた恐怖を、今でも地震速報の度

に思い出す。家族は無事だろうか、家は倒れていないだろうかと心配するも、

連絡がとれない。気が動転していたのか、携帯の操作が上手くいかなかったこ

とを覚えている。その後、家族の無事が確認でき、ほっとした。 

職場にいた職員はそのまま待機することになった。その夜は、何名かが避難

所に毛布の運搬をし、その他の職員は地震によって倒れた書棚等の片付けを行

い、朝を迎えた。 

15 日朝から、被害状況把握のためのパトロールを行う。新町・古町地区では

町屋等の状況を確認。また、私が所属している開発景観課では、宅地造成等規

制法に関する業務を行っているため、主に宅地造成規制区域の範囲をパトロー

ルし、被害箇所の把握を行った。15 日は余震が続いていたものの、揺れは落ち

着いてきたので、夜勤した職員は一旦家に戻ることになった。 

平成 28 年 4 月 16 日午前 1 時 25 分。本震。激しい揺れと地震速報のアラーム

で飛び起きた。RC9 階建ての 5 階に住んでいたが、建物が揺れに耐えられず倒壊

してしまうのではないかとさえ思った。停電したため、暗闇の中作業着に着替

え、歩いて職場に向かった。職場に向かう途中、建物の中にいるのが不安にな

っている人達が外に出てきていた。市庁舎に着くと、それまで庁舎内にいた職

員達も外に避難していた。しかし、外にいても何の情報も得られないため、す

ぐ庁舎内に戻ることになった。 

市役所職員は、災害対応を行うため、震度 5 強以上で全員参集となっている

が、16 日の本震直後は、被害の状況も分からず、参集することができない職員

は近くの避難所での対応を行うことが指示された。 

参集できた職員が、安否確認や情報収集を行う。建築や設備の職員は庁舎内

の被害確認を行っていた。その日の夜は自分が何をしていたのか思い出せない。

いつの間にか朝になっていた。                

 続く・・・ 

 


